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多久聖廟
多久四代領主多久茂文が、領内の平和と繁栄に儒学を興し人を育てることが肝要と考え、学問所を建てた後、儒学の祖・
孔子を祀るため1708年に建立した。現在は、住民の精神的シンボルとして、また、観光地として多くの人が訪れている。
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今
年
も
多
数
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参

加
戴
き
、
１
月
26
日
「
新
春
懇
親
会
」

が
い
つ
も
の
会
場
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
博
多

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
永
倉
会
長
か
ら
「
毎
年
も

１
３
７
名
も
の
多
数
の
皆
様
に
ご
参
加

戴
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

し
て
ま
た
佐
賀
県
の
市
や
町
か
ら
協
賛

の
品
々
を
た
く
さ
ん
戴
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
後
で
皆
様
に
お
土
産
と
し
て
お

持
ち
帰
り
頂
き
ま
す
。
何
が
貰
え
る
か

は
楽
し
み
に
し
て
下
さ
い
。

　

新
春
懇
親
会
は
会
員
の
み
の
懇
談
の

場
で
す
。
今
日
は
大
い
に
交
流
を
深
め

て
く
だ
さ
い
。」

　

久
し
ぶ
り
の
事
務
局
長
と
酒
見
理
事
の

新
春
懇
親
会

新
春
懇
親
会

司
会
コ
ン
ビ
に
、
江
頭
副
会
長
の
乾
杯
の

ご
発
声
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
各
テ
ー
ブ
ル
で

は
名
刺
交
換
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
皆
様

の
笑
顔
と
佐
賀
弁
で
の
会
話
を
肴
に
交

流
の
華
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

福
岡
市
佐
賀
県
人
会

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
六
日　

於
：
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
博
多

最後は円になって会場一杯に、「栄の国」を踊ります

75才以上の方のご紹介

初めて参加の皆様



り
、会
費
や
協
賛
広
告
に
よ
り

維
持
で
き
て
お
り
ま
す
。

　県
人
会
と
は「
継
続
す
る
こ
と

で
、何
か
皆
様
と
共
有
で
き
る
場

が
あ
る
」こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。今
日
は
本
当
に
ご
参
加
戴

き
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」

　続
い
て
ご
来
賓
を
代
表
し
て

牟
田
佐
賀
県
副
知
事
よ
り
さ
く

ら
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
、佐
賀
県
医

療
セ
ン
タ
ー
好
生
館
・
佐
賀
ハ
イ

マ
ッ
ト
の
オ
ー
プ
ン
、佐
賀
空
港

の
活
用
、玄
海
町
で
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
発
電
、Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
誘
致
な

ど
の
報
告
が
あ
り
、ま
た
福
岡
市

副
市
長
大
野
氏
よ
り
、１
５
０
万

人
を
突
破
し
、国
内
で
も
注
目
さ

れ
る
元
気
な
街
で
あ
る
と
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　最
後
に
佐
賀
銀
行
の
陣
内
頭

取
よ
り
、福
岡
で
の
銀
行
の
歴
史

と
近
況
を
ご
紹
介
戴
き
ま
し
た
。

　総
会
の
議
事
と
し
て
、清
村

事
務
局
長
よ
り「
24
年
度
の
業
務

報
告
」、「
決
算
報
告
」と
、園
田

監
事
よ
り「
監
査
報
告
」が
あ

り
、「
25
年
度
の
収
支
予
算
案
」も

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平成２5年6月7日（金）於：KKRホテル博多

福岡市佐賀県人会定期総会福岡市佐賀県人会定期総会
平成２5年度

　最
高
に
暑
か
っ
た
今
年
も
、恒

例
の「
定
期
総
会
」が
１
４
０
名

も
の
参
加
の
も
と
、司
会
に
Ｆ
Ｍ

福
岡
の
田
代
奈
々
さ
ん
を
招
き
、

華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　永
倉
会
長
か
ら「
今
日
は
お

忙
し
い
中
、お
集
ま
り
戴
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。１

月
の
新
春
懇
親
会
と
、６
月
と

に
大
き
な
会
合
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。今
回
は
佐
賀
よ
り
多

数
の
来
賓
の
皆
様
、ま
た
佐
賀

県
出
身
の
学
生
さ
ん
を
お
招
き

し
て
お
り
ま
す
。県
人
会
の
運

営
も
会
員
の
皆
様
を
始
め
、佐

賀
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
の

協
力
の
お
陰
で
成
り
立
っ
て
お 永倉会長

牟田副知事

佐賀銀行　陣内頭取

福岡市大野副市長

皆で手をつないで・・・・
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　鵜
池
副
会
長
の
乾
杯
で
、懇

親
会
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。五
町

田
酒
造
様
よ
り
寄
贈
さ
れ
た

「
東
一
」が
披
露
さ
れ
、玄
海
町

の
キ
ン
シ
ョ
ウ
メ
ロ
ン
、サ
ガ

ン
ト
ス
の
プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ケ
ッ

ト
、千
鳥
饅
頭
な
ど
の
抽
選
会

が
あ
り
、さ
ら
に
各
大
学
の
学

生
さ
ん
の
紹
介
も
あ
り
、会
場

は
大
変
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま

し
た
。

ご来賓の皆様ご来賓の皆様ご来賓の皆様ご来賓の皆様 ＊佐賀県副知事 牟田　　香　様
＊福岡市副市長 大野　敏久　様
＊佐賀市副市長 御厨　安守　様
＊玄海町長 岸本　英雄　様
＊佐賀銀行　頭取 陣内　芳博　様

当日ご出席戴きました
ご来賓の皆様をご紹介
致します。（順不同）

古川　　忠　福岡県議会議員
加地　邦雄　福岡県議会議員
　　（代）船津様

小畠　久弥　福岡市議会議員
富永　周行　福岡市議会議員

◆ 参加相談役 ◆◆ 学生さん ◆
九州産業大学　　５名
福岡大学　　　　１名
九州共立大学　　６名
九州女子大学　　１名

九州産業大学の皆さん九州共立大学の皆さん福岡大学の皆さん

司会の田代奈々さん

岸本町長

各テーブルの笑顔・エガオ・えがお
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25年　新春懇親会　協賛品一覧
No ご提供先 協　賛　品
1 伊万里市 波浦の塩（10個）
2 みやき町 六田旭まめ＜8 ヶ入＞（1個）
3 佐賀市 佐賀城下ひなまつりペア招待券（5組）・佐賀のり（5箱）
4 嬉野市 銘茶セット（3箱）
5 白石町 れんこん麺（10袋）・れんこんカリント（10個）

　〃 しろいしみのりちゃん缶バッジ（10個）
6 鹿島市 稲荷ようかん＜6本入＞（5個）・のごみ人形（10個）
7 小城市 芦刈塩のり（4個）・芦刈味付のり（3個）・一口羊羹（20個）
8 玄海町 いちごセット＜15玉＞（10箱）
9 多久市 論語日めくりこよみ（5個）
10 基山町 きやまん茶ときやまんソフトクッキー（5個）
11 唐津市 曳山徳利（3個）・呼子の味五景（3個）・松浦漬詰合せ（4個）
12 鳥栖市 鳥栖おこし（3個）・久光スプリングスタオル（2枚）・ストラップ（4個）
13 武雄市 レモングラス2個セット（10個）
14 佐賀県 さがびより＜2合入り＞（10個）

千鳥屋本家 チロリアンセット（10個）
村岡総本舗 特製お菓子セット（10個）

博多季楽 博多季楽＜10%引き券＞150枚全員に
西部ガスライフサポート アンペレーナ百道（昼食試食券入り）150枚全員に

抽選会用景品　一覧
No 提　供　先 協　賛　品
1 博多座 博多座　観賞券（5組）
2 佐賀銀行 空気清浄機（1個）
3 KKRホテル博多 ペア食事券（1枚）
4 CRC（江川　洋　様） 血圧計（1個）
5 もつ鍋　獅子（鶴田　一彦様） 食事券　5000円相当（5枚）
ご提供、誠にありがとうございます。皆様、各施設のご利用のほど、よろしくお願い申し上げます。

有明
佐 賀・長 崎・熊 本・荒 尾・宮 崎・都 城・鹿 児 島



■期日　　平成２6年1月22日（水）6時から
■場所　　KKRホテル博多
　　　　　福岡市中央区薬院4-21-1
　　　　　TEL０９２－521－1433　FAX０９２－521－4881
■会費　　5,000円

◆お問合せ先　佐賀県人会事務局　TEL０９２－282－3721まで

平成２6年　福岡市佐賀県人会　新春懇親会のご案内

皆さまお誘い合わせの上、是非ご参加下さい！

福岡市佐賀県人会ゴルフ会

連絡先　福岡市佐賀県人会ゴルフ会事務局　TEL 092－574－2062　携帯　090－1516－0854（水田）

○第５７回大会　１１月９日　大博多ＣＣ
　　　　　　　　参加者１５名

優　　勝　　久保　泰文
準 優 勝　　牛島　輝治

○第５８回大会　４月５日　　大博多ＣＣ
　　　　　　　　参加者１２名

優　　勝　　水田　國生
準 優 勝　　納富　良清

○第５９回大会　６月４日　　大博多ＣＣ
　　　　　　　　参加者１7名

優　　勝　　野口　　誠
準 優 勝　　大庭　隼夫

○第６０回大会　９月４日　　＜降雨のため、順延＞
　　　　　　　　

ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ

今回　　第６０回大会　　１２月３日（火）
　　　　大博多ＣＣにて　午前9：00スタートの予定

参加自由・事前連絡

多久聖廟
　多久聖廟は現存する聖廟としては、足利学校、閑谷学校に次ぐ古い建物で、数ある聖廟の中で最も壮麗とい
われています。国指定重要文化財となっており、鳳凰や龍などの縁起が良い聖獣の彫刻や孔子像（多久市重要
文化財）を納める聖

せ い が ん

龕（国指定重要文化財） 、立地等、当時の学者達が中国式風の建物を再現しようと尽力し
た痕跡がいたるところに見受けられます。毎週土曜日には普段見ることのできない聖廟内を見学でき、孔子像
や天井に描かれた見事な蟠

は ん

龍
りょう

などを間近で見ることができます。
　4月18日と10月の第4日曜日には「釈

せ き

菜
さ い

」という、孔子に感謝し丁重にお供え物をあげる式典が行われ、
その後地元の子どもから大人まで参加して舞や歌を披露するなど、儒学を興して平和と繁栄を願った多久茂文
の遺志が聖廟建立300年を迎えた今日も脈々と受け継がれ、多くの人で賑わいます。
　その他、11月中旬には近くにある西

せ い け い

渓公園から聖廟にかけて行われる紅葉まつりや、受験の時期にはJR多
久駅、小城駅、唐津駅に巨大絵馬を設置して受験の意気込みを投函してもらい、受験生に代わって聖廟関係者
が孔子に奉納する催し、12月31日にはお火たきと、様々な催しが行われています。

表紙の言葉
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今
年
で
開
港
15
周
年
を
迎
え
た

有
明
佐
賀
空
港
。
平
成
10
年
の

開
港
以
来
、
国
内
定
期
便
で
約

４
６
７
万
人
、
国
際
線
で
は
約

12
万
人
の
お
客
さ
ま
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。　

国
内
線
の
東
京
便
は
、
現
在
１

日
４
往
復
で
運
航
し
、
全
国
の
地

方
空
港
の
利
用
者
数
が
伸
び
悩
む

中
で
、
毎
年
過
去
最
高
の
利
用

者
数
を
更
新
。
昨
年
度
は
、
約

31
万
３
，０
０
０
人
の
方
に
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

国
が
実
施
す
る
「
政
策
コ
ン
テ
ス

ト
」
枠
に
よ
る
増
便
（
５
便
化
）

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

国
際
線
で
は
、
平
成
24
年
１
月

に
上
海
（
浦
東
）
便
が
週
２
往
復

で
就
航
、
同
年
７
月
に
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
や
旅
行
に
使
い
や
す
い
よ
う
、

週
３
往
復
に
増
便
さ
れ
ま
し
た
。

上
海
便
を
運
航
す
る
春
秋
航
空
は
、

中
国
最
大
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空

会
社
）
で
、
就
航
当
初
か
ら
最
低

片
道
運
賃
３
，０
０
０
円
と
い
う
破

格
の
運
賃
設
定
を
行
っ
て
お
り
、

現
在
、
上
海
便
の
日
本
在
住
の
利

用
者
の
う
ち
約
30
％
は
福
岡
都
市

圏
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。今

年
９
月
２
日
か
ら
は
、
上
海

便
の
運
航
日
に
合
わ
せ
、
有
明
佐

賀
空
港
と
福
岡
（
天
神
、
博
多
）

を
結
ぶ
直
行
バ
ス
の
運
行
も
ス

タ
ー
ト
。
福
岡
都
市
圏
か
ら
の
利

用
が
さ
ら
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
線
専
用
施
設
の
完

成
に
合
わ
せ
、
12
月
20
日
に
は
ソ

ウ
ル
（
仁
川
）
便
の
就
航
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
路
線
を
運
航

す
る
の
は
、
韓
国
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格

安
航
空
会
社
）・
テ
ィ
ー
ウ
ェ
イ
航

空
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
あ
り
な
が
ら
も
無

料
で
の
軽
食
サ
ー
ビ
ス
や
、
フ
レ

ン
ド
リ
ー
な
機
内
空
間
の
提
供
が

特
徴
で
、
快
適
な
空
の
旅
を
お
楽

開
港
15
周
年
を
迎
え
た
有
明
佐
賀
空
港
　
ソ
ウ
ル
便
開
設
で
、
も
っ
と
便
利
に
！

し
み
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

運
賃
は
、
片
道
５
，０
０
０
円
か

ら
、
運
航
ダ
イ
ヤ
な
ど
の
詳
細
は
、

有
明
佐
賀
空
港
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

佐
賀
県
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、

台
湾
、
香
港
と
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
地

域
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
誘
致
を
行
っ
て
い
く
こ

12月20日に就航予定のティーウェイ航空

国際線専用施設完成予想図
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と
と
し
て
お
り
、
有
明
佐
賀
空
港
を

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
拠
点
空
港
と
し
て
発
展
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

有
明
佐
賀
空
港
の
路
線
や
便
数

の
充
実
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
海

外
か
ら
の
観
光
客
が
佐
賀
県
を
起

点
に
九
州
観
光
を
楽
し
ま
れ
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

東
ア
ジ
ア
へ
の
「
玄
関
口
」、
海

外
と
の
交
通
拠
点
と
し
て
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。 

最
後
に
、
有
明
佐
賀
空
港
の
大

き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
上
海
便

を
運
航
し
て
い
る
春
秋
航
空
の
関

連
会
社
で
あ
る
春
秋
航
空
日
本
株

式
会
社
が
、
平
成
26
年
５
月
に
佐

賀
―
成
田
便
を
一
日
２
往
復
で
開

設
す
る
意
向
を
表
明
し
ま
し
た
。

県
に
お
い
て
は
、
成
田
便
の
就
航

に
向
け
て
準
備
を
行
う
と
と
も
に
、

引
き
続
き
東
京
便
の
増
便
（
５
便

化
）
及
び
新
た
な
国
内
線
、
国
際
線

の
誘
致
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

福岡から有明佐賀空港へのアクセス

ＪＲ
博多駅から佐賀駅まで約３９分（片道１，１００円、ＪＲ２枚きっぷ利用）
佐賀駅バスセンターから有明佐賀空港までリムジンバスで約３０分（片道 ５００円、往復切符利用）

高速バス
※上海便運航日

（月・水・土）に運行

天神バスセンターから有明佐賀空港まで 約１１６分 （片道１，６００円）
博多バスターミナルから有明佐賀空港まで 約９８分 （片道１，６００円）

※「有明佐賀空港～福岡（天神）スーパー乗車券（４枚つづり、有効期限なし）」 ５，１００円
（１枚当たり １，２７５円）が、天神バスセンター、博多バスターミナルで販売されています。

上海（浦東）便

✈運航日✈ 毎週月曜日、水曜日、土曜日（週３往復）

✈ダイヤ✈ 佐賀 → 上海 １３：１０ → １４：００ （所要時間：１時間５０分）
上海 → 佐賀 ８：４５ → １１：４０ （所要時間：１時間５５分）
※時間は全て現地時間、日本と中国には１時間の時差があります。

✈運 賃✈ 片道 ３，０００円 ～
※別途、燃油サーチャージ料、上海浦東空港施設利用料が必要です。

✈チケットの購入、お問合せ✈ 春秋航空コールセンター ０５７０－６６６－１８８

ソウル（仁川）便 １２月２０日就航！チケット好評販売中

✈運航日✈ 毎週水曜日、金曜日、日曜日（週３往復）

✈ダイヤ✈ 佐賀 → ソウル（仁川） １７：１０ → １８：３０（所要時間：１時間２０分）
ソウル（仁川） → 佐賀 １４：５０ → １６：１０（所要時間：１時間２０分）

✈運 賃✈ 片道 ５，０００円 ～
※別途、燃油サーチャージ料、仁川国際空港施設利用料が必要です。

✈チケットの購入、お問合せ✈ ティーウェイジャパン ０９２－４１３－７７０１

春秋航空

ティーウェイジャパン

佐
賀
県
の
発
展
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
便
利

に
、
も
っ
と
使
い
や
す
い
有
明
佐
賀

空
港
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
県
空
港
課

　

電
話
０
９
５
２（
２
５
）７
１
０
４

　検
索

有
明
佐
賀
空
港



10〈 む つ ご ろ №61　〉

松
濤
学
舎
新
舎
監
に
岩
橋
さ
ん

第
二
の
人
生
も
生
徒
と
共
に 

　

佐
賀
県
出
身
者
を
受
け
入
れ
て
い

る
東
京
都
小
金
井
市
の
学
生
寮
「
松

濤
学
舎
」
の
新
た
な
舎
監
に
元
鹿
島

高
校
校
長
で
伊
万
里
市
出
身
の
岩
橋

誠
さ
ん
（
63
）
が
就
任
し
た
。
妻
の

智
恵
子
さ
ん
（
57
）
と
と
も
に
移

り
住
ん
で
学
生
た
ち
と
起
居
を
共
に

し
、「
成
長
を
見
守
り
、
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

松
濤
学
舎
は
首
都
圏
に
進
学
し
た

男
子
学
生
が
対
象
で
、
公
益
財
団
法

人
佐
賀
育
英
会
が
運
営
す
る
。
現
在

は
大
学
１
年
か
ら
大
学
院
生
ま
で
36

人
が
共
同
生
活
し
て
い
る
。

　

岩
橋
さ
ん
は
伊
万
里
高
や
鹿
島
高

の
校
長
な
ど
務
め
、
２
０
１
１
年
春

に
定
年
退
職
し
た
。
神
埼
市
千
代
田

町
出
身
の
教
育
者
下
村
湖
人
の
教
育

哲
学「
生
徒
と
共
に
生
き
る
」を
モ
ッ

ト
ー
に
、
自
ら
積
極
的
に
生
徒
た
ち

に
関
わ
っ
て
き
た
。

　

今
春
ま
で
14
年
に
わ
た
っ
て
務
め

た
前
任
の
久
保
精
さ
ん
の
退
任
で
、

定
年
後
に
専
門
学
校
講
師
を
し
て
い

た
岩
橋
さ
ん
に
舎
監
就
任
の
打
診
が

あ
っ
た
。
い
っ
た
ん
は
断
っ
た
が
、

妻
と
と
も
に
松
濤
学
舎
を
見
学
し
、

「
高
校
生
を
育
て
て
き
た
が
、
そ
の

後
の
成
長
過
程
を
手
助
け
す
る
の

に
も
挑
戦
し
た
い
」
と
気
持
ち
が
変

わ
っ
た
。

　

学
生
た
ち
へ
の
初
訓
示
で
は
、
上

京
す
る
道
を
選
ん
だ
学
生
た
ち
に
自

ら
を
重
ね
て
「
私
も
ま
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
で
、
こ
こ
に
や
っ
て
き
た
」

と
語
り
掛
け
た
。
学
校
事
務
を
定
年

前
に
辞
し
て
“
母
親
役
”
を
引
き

受
け
る
智
恵
子
さ
ん
も
「
何
か
困
っ

た
と
き
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
相
手

に
な
り
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

岩
橋
さ
ん
の
姿
勢
は
学
生
に
も
伝

わ
り
、「
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に

接
し
て
も
ら
っ
て
、
僕
た
ち
を
理
解

し
よ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
分

か
る
」
と
学
生
の
１
人
は
話
す
。

　

佐
賀
育
英
会
は
財
団
法
人
と
し
て

認
可
さ
れ
て
か
ら
92
年
目
。
岩
橋
さ

ん
は「
こ
れ
ま
で
に
１
１
４
０
人
が
、

こ
こ
を
巣
立
っ
て
い
る
。
１
０
０
周

年
の
記
念
誌
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力

を
得
な
が
ら
手
掛
け
た
い
」
と
夢
を

描
い
て
い
る
。

❖
２
０
１
３
年
５
月
23
日

有
田
工
の
応
援
ス
タ
ン
ド
、

初
の
栄
冠
に
歓
喜

　

創
部
１
１
４
年
目
の
悲
願
達
成

︱
。
両
校
共
に
初
の
甲
子
園
を
懸
け

た
夏
の
高
校
野
球
佐
賀
大
会
決
勝
は

21
日
、
延
長
10
回
の
激
闘
の
末
、
有

田
工
が
６
︲
５
の
サ
ヨ
ナ
ラ
で
早
稲

田
佐
賀
を
振
り
切
り
、
初
出
場
を
決

め
た
。
猛
暑
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
に

一
喜
一
憂
し
な
が
ら
熱
い
声
援
を
送

り
続
け
た
ス
タ
ン
ド
や
陶
都
の
町
に

歓
喜
の
輪
が
広
が
っ
た
。

　

有
田
工
生
徒
約
３
０
０
人
が
バ
ス

７
台
で
駆
け
つ
け
た
一
塁
側
ス
タ
ン

ド
。
27
年
前
、
惜
し
く
も
決
勝
戦
で

敗
れ
た
有
田
工
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
姿

も
。
副
主
将
だ
っ
た
大
曲
浩
行
さ
ん

（
44
）
は
「
バ
ッ
テ
リ
ー
を
中
心
に

ま
と
ま
っ
た
チ
ー
ム
で
気
合
い
も
十

分
。
力
を
出
し
切
っ
て
、
自
分
た
ち

が
果
た
せ
な
か
っ
た
悲
願
を
か
な
え

て
ほ
し
い
」。

　

先
制
を
許
し
た
一
回
裏
。
36
イ
ニ

ン
グ
無
失
点
の
早
稲
田
・
黒
岩
か
ら

１
点
を
も
ぎ
取
る
と
、
ス
タ
ン
ド
か

ら
は「
記
録
を
止
め
た
ぞ
。
い
け
る
」

と
の
声
が
上
が
り
、ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。

両
投
手
の
力
投
で
一
進
一
退
の
攻
防

が
続
き
、
エ
ー
ス
古
川
投
手
を
中
学

３
年
時
に
指
導
し
た
岡
本
和
宏
さ
ん

（
67
）
は
「
精
神
的
に
も
た
く
ま
し

く
な
り
、
堂
々
と
投
げ
て
い
る
。
す

ば
ら
し
い
投
手
に
育
っ
た
」
と
目
を

細
め
た
。

　

す
べ
て
１
点
差
で
勝
ち
上
が
っ
て

き
た
有
田
工
ナ
イ
ン
。
４
︲
５
の
１

点
差
で
迎
え
た
九
回
裏
、
３
年
生
の

久
次
凪
沙
さ
ん
は
「
２
ア
ウ
ト
で
も

み
ん
な
信
じ
て
る
」
と
祈
る
よ
う
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
見
つ
め
た
。
ナ
イ
ン

は
期
待
に
応
え
同
点
に
。
10
回
裏
、

サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
決
め
る
と
、
腕
を

天
に
突
き
上
げ
、感
涙
に
む
せ
っ
た
。 　

古
川
投
手
の
父
雄
一
さ
ん
（
49
）

は
「
８
回
に
逆
転
さ
れ
、
心
が
折
れ

そ
う
に
な
っ
て
も
あ
き
ら
め
ず
、
よ

く
頑
張
っ
た
。
甲
子
園
で
は
の
び
の

び
と
野
球
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　

ス
タ
ン
ド
で
応
援
し
た
田
代
正
昭

有
田
町
長
は
「
３
年
後
の
有
田
焼
創

業
４
０
０
年
祭
に
も
弾
み
が
つ
く
。

町
全
体
で
応
援
し
た
い
」。
同
校
Ｏ

Ｂ
の
窯
元
福
島
正
行
さ
ん
（
75
）
は

「
柿
右
衛
門
さ
ん
が
亡
く
な
り
、
窯

業
界
も
沈
滞
ム
ー
ド
だ
っ
た
が
、
甲

子
園
出
場
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
」
と

歓
迎
し
た
。

❖
２
０
１
３
年
７
月
22
日

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
前
に

海
岸
清
掃

　
“
生
き
た
化
石
”
と
言
わ
れ
る
カ

ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
期
を
前
に
、
産
卵

地
の
伊
万
里
市
木
須
町
・
多
々
良
海

岸
で
２
日
、
清
掃
活
動
が
あ
っ
た
。

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
伊
万
里
高
校

生
が
海
岸
の
ご
み
を
拾
い
、
カ
ブ
ト

ガ
ニ
を
迎
え
る
準
備
を
整
え
た
。

　

カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
約
２
億
年
前
か
ら

現
在
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
姿
を
変
え
ず

に
い
る
こ
と
か
ら
「
生
き
た
化
石
」

と
言
わ
れ
、
伊
万
里
湾
は
国
内
最
大

の
生
息
地
域
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
日
は
、
地
元
の
「
カ
ブ
ト
ガ

ニ
を
守
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
ら
52
人

　
◆ 

佐
賀
新
聞
拾
い
読
み

あ
の
町
・
こ
の
町
　
旬
話
題 

◆
　

（
主
に
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
サ
イ
ト
よ
り
）　

有田町

人口 男9,582人 女11,024人

10回裏、逆転勝利を決め、歓喜
に沸く有田工業高スタンド＝みど
りの森県営球場

特別編

松濤学舎の舎監に就任した岩橋誠
さんと、妻の智恵子さん＝東京都
小金井市

伊万里市

人口 男26,799人 女29,619人

カブトガニの産卵期を前に、海
岸のごみを拾う高校生＝伊万里
市木須町の多々良海岸
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と
、
伊
万
里
高
生
物
部
で
カ
ブ
ト
ガ

ニ
を
研
究
し
て
い
る
生
徒
85
人
が
清

掃
活
動
に
参
加
し
た
。
海
岸
に
漂
着

し
て
い
る
空
き
缶
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
流
木
な
ど
、
６
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

１
台
分
を
拾
い
集
め
た
。

　

３
年
の
石
橋
亜
祐
美
さ
ん
は
「
伊

万
里
の
名
物
な
の
で
、
今
年
も
産
卵

に
き
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
産
卵
は

今
月
中
旬
～
８
月
中
旬
の
大
潮
前
後

に
見
ら
れ
、
７
月
27
日
は
カ
ブ
ト
ガ

ニ
の
館
で
観
察
会
が
開
か
れ
る
。

❖
２
０
１
３
年
７
月
３
日

嬉
野
温
泉
１
３
０
０
年
祭

８
月
11
日
ス
タ
ー
ト 

　

嬉
野
温
泉
観
光
協
会
（
池
田
榮
一

会
長
）
は
、「
肥
前
風
土
記
」
に
嬉

野
温
泉
が
記
さ
れ
て
１
３
０
０
年
に

な
る
今
年
、記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
嬉

野
温
泉
開
湯
１
３
０
０
年
祭
」
を
展

開
す
る
。
８
月
11
日
か
ら
「
湯
め
ぐ

り
記
念
手
形
」
を
販
売
し
た
り
、
旅

館
を
利
用
し
た
１
３
０
０
人
目
の
客

に
宿
泊
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど

多
彩
な
内
容
で
嬉
野
温
泉
の
活
性
化

を
図
る
。

　

肥
前
風
土
記
に
は
「
塩
田
川
の
東

の
ほ
と
り
に
湯
の
泉
が
あ
っ
て
、
よ

く
人
の
病
を
い
や
す
」
と
い
う
意
味

の
記
述
が
あ
る
。
風
土
記
の
編
さ
ん

が
開
始
さ
れ
た
７
１
３
年
か
ら
今
年

は
１
３
０
０
年
の
節
目
に
あ
た
り
、

記
念
事
業
で
名
湯
・
古
湯
の
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
。

　

８
月
11
日
に
記
念
式
典
を
開
催

し
、
ミ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に

輝
い
た
吉
松
育
美
さ
ん
（
鳥
栖
市
出

身
）
が
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
嬉
野
温
泉

の
美
肌
効
果
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　

同
時
に
12
月
20
日
ま
で
使
え
る
湯

め
ぐ
り
記
念
手
形
を
販
売
。
18
軒
の

旅
館
が
参
加
し
、
１
枚
１
３
０
０
円

で
５
軒
の
温
泉
を
回
れ
る
。
参
加

19
軒
の
旅
館
ご
と
に
、
利
用
し
た

１
３
０
０
人
目
の
客
に
対
象
旅
館
の

ペ
ア
宿
泊
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　

商
店
や
飲
食
店
、
旅
館
な
ど
が

１
３
０
０
円
で
浴
衣
セ
ッ
ト
、
お

菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
、
晩
酌
セ
ッ
ト

な
ど
の
販
売
を
検
討
。
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
で
４
カ
所
を
回
る
と
、
抽
選
で

記
念
品
も
当
た
る
。

　

１
日
に
記
者
会
見
し
た
池
田
会

長
と
谷
口
太
一
郎
嬉
野
市
長
は

「
１
３
０
０
年
は
１
０
０
年
に
一
度

の
機
会
。
知
恵
を
絞
り
地
域
、
団
体

の
協
力
を
得
て
盛
り
上
げ
た
い
」
と

話
し
た
。

❖
２
０
１
３
年
７
月
１
日

電
動
自
転
車
で
街
巡
り

大
町
町
が
レ
ン
タ
ル
事
業

　

大
町
町
は
26
日
、
町
内
を
周
遊
す

る
観
光
客
や
町
民
に
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車
を
貸
し
出
す
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
事
業
を
始
め
た
。
急
な
坂

が
多
く
、
史
跡
や
景
勝
地
が
点
在

す
る
一
方
、
公
共
交
通
機
関
が
少

な
い
同
町
で
は
、
観
光
と
暮
ら
し

の
両
面
で
移
動
手
段
が
課
題
だ
っ

た
。
町
は
「
ど
し
ど
し
利
用
し
て

町
民
に
も
大
町
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。

　

貸
し
出
し
・
返
却
は
、
Ｊ
Ｒ
大
町

駅
前
に
あ
る
「
ひ
じ
り
の
里
お
お
ま

ち
情
報
プ
ラ
ザ
」
で
行
う
。
大
人

用
（
24
イ
ン
チ
）
５
台
と
子
ど
も
用

（
20
イ
ン
チ
）
３
台
、
幼
児
用
座
席

付
き
２
台
の
計
10
台
を
導
入
。
全
車

電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
で
、
盗
難
防
止

と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
搭
載
し
て
い
る
。
事
業

費
は
受
付
業
務
の
人
件
費
も
合
わ
せ

て
３
７
５
万
円
。

　

白
石
平
野
や
有
明
海
を
見
渡
す
聖

岳
展
望
所（
標
高
４
１
８
メ
ー
ト
ル
）

や
、
国
重
要
文
化
財
土
井
家
住
宅
を

は
じ
め
炭
鉱
グ
ル
メ
「
た
ろ
め
ん
」

な
ど
の
観
光
資
源
が
あ
る
。
た
だ
、

年
間
観
光
客
数
は
５
万
人
前
後
に
と

ど
ま
り
、
１
人
当
た
り
の
平
均
消
費

額
は
６
８
５
円
。
観
光
客
を
町
内
で

回
遊
さ
せ
る
こ
と
で
、
ま
ち
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
考
え
。
名
所
を
巡

る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
地
図
も

作
成
し
た
。

　

利
用
は
無
料
だ
が
、
１
台
に
つ
き

千
円
の
預
か
り
金
（
自
転
車
の
返
却

時
に
返
金
す
る
）
と
身
分
証
の
提
示

が
必
要
。
貸
出
時
間
は
午
前
９
時
～

午
後
５
時
。
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
火
曜
日
）
と
12
月
31
日
～
１
月

３
日
は
休
業
。

◦
お
問
い
合
わ
せ
は
同
プ
ラ
ザ
、

電
話
０
９
５
２（
８
２
）２
５
０
０
へ
。

❖
２
０
１
３
年
４
月
27
日

円
熟
、
喜
寿
の
歌
声

下
野
昇
さ
ん
が
リ
サ
イ
タ
ル 

　

佐
賀
県
小
城
市
出
身
の
テ
ノ
ー
ル

歌
手
下
野
昇
さ
ん
（
横
浜
市
在
住
）

の
喜
寿
を
記
念
し
た
リ
サ
イ
タ
ル
が

22
日
、
佐
賀
市
文
化
会
館
で
開
か
れ

た
。
力
強
く
も
艶
や
か
な
円
熟
し
た

歌
声
で
約
７
０
０
人
を
魅
了
し
た
。

　

１
曲
目
に
「
ふ
る
さ
と
の
」
を
歌
っ

た
後
、
下
野
さ
ん
は
「
私
を
育
ん
で
く

れ
た
小
城
の
自
然
、
特
に
天
山
は
常
に

心
に
浮
か
ぶ
。
ふ
る
さ
と
に
感
謝
し
な

が
ら
歌
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

日
本
歌
曲
の
ほ
か
、
シ
ャ
ン
ソ
ン

の
名
曲
「
バ
ラ
色
の
人
生
」、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
民
謡
「
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
ー

の
歌
」
な
ど
を
情
感
豊
か
に
歌
い
上

げ
た
。

　

県
内
在
住
の
松
本
康
男
さ
ん
（
バ

リ
ト
ン
）、
水
頭
順
子
さ
ん
（
ソ
プ

ラ
ノ
）、
江
副
友
美
さ
ん
（
同
）
が

賛
助
出
演
し
た
。
水
頭
さ
ん
と
は
、

猫
の
鳴
き
声
だ
け
で
歌
わ
れ
る
「
猫

の
二
重
奏
」で
コ
ミ
カ
ル
に
共
演
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　

下
野
さ
ん
は
小
城
高
卒
。
東
京
芸

大
声
楽
科
で
学
ん
だ
。１
９
６
６
年
、

ワ
ー
グ
ナ
ー
の
歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ

ザ
ー
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。
小
澤
征
爾
さ

ん
の
日
本
オ
ペ
ラ
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、

同
氏
と
も
数
多
く
共
演
し
た
。
88
年

か
ら
10
年
間
、
劇
団
四
季
の
ミ
ュ
ー

嬉野市

人口 男13,065人 女15,169人

公式キャラクター「ゆっつら君」と「嬉野温泉開
湯１３００年祭」をアピールする池田榮一・嬉野
温泉観光協会長（左から２人目）と谷口太一郎嬉
野市長（右）＝嬉野市の嬉野温泉シーボルトの湯

大町町

人口 男3,216人 女3,841人

自転車で自然や歴史が豊かな大町町
の名所・観光スポットをめぐる観光
客＝大町町福母の浦田自然公園

小城市

人口 男21,025人 女23,751人

水頭さん（右）とコミカルに「猫の二重奏」を
歌い上げる下野さん（左）＝佐賀市文化会館

㈱ジェイ・エム・ディ設計

代表取締役社長　井上　福男
〒810-0054
福岡市中央区今川１丁目12番35号
E-mail:info@jmd-sekkei.com
URL http://www.jmd-sekkei.com 

建築設計監理 
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ジ
カ
ル
「
キ
ャ
ッ
ツ
」
に
も
客
演
し

た
。

❖
２
０
１
３
年
６
月
22
日

鹿
島
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
盛
況
　

５
万
人
来
場

　

世
界
最
大
規
模
の
ワ
イ
ン
品
評
会

で
「
鍋
島
」
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝

い
た
こ
と
を
受
け
、
２
０
１
２
年
春

に
始
ま
っ
た
鹿
島
市
の
「
酒
蔵
ツ
ー

リ
ズ
ム
」。
市
内
の
酒
蔵
を
め
ぐ
り
、

地
酒
や
文
化
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

は
、
今
年
３
月
末
に
開
い
た
２
回
目

も
リ
ピ
ー
タ
ー
の
後
押
し
も
あ
っ
て

県
内
外
か
ら
２
日
間
で
約
５
万
人
が

来
場
す
る
盛
況
だ
っ
た
。
予
想
を
上

回
る
人
出
に
無
料
の
循
環
バ
ス
が
足

り
な
い
と
い
っ
た
課
題
を
残
し
た
一

方
、
継
続
的
な
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
通

年
型
の
ツ
ア
ー
化
な
ど
、
新
た
な
動

き
も
出
て
い
る
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
市
内
６
蔵
を
巡

り
、
試
飲
や
蔵
の
見
学
、
歴
史
的
な

街
並
み
の
散
策
な
ど
が
楽
し
め
る
。

２
０
１
１
年
に
富
久
千
代
酒
造
の

「
鍋
島
」
が
国
際
ワ
イ
ン
品
評
会
の

日
本
酒
部
門
最
高
賞
を
受
賞
し
た
好

機
を
生
か
そ
う
と
、
市
内
の
酒
造
会

社
で
協
議
会
を
結
成
し
て
準
備
を
進

め
、
12
年
３
月
に
初
開
催
し
た
。

　

初
回
は
予
想
を
上
回
る
約
３
万

人
、
今
年
は
さ
ら
に
２
万
人
多
い
約

５
万
人
に
。「
今
回
は
リ
ピ
ー
タ
ー

が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
」。
そ

う
振
り
返
る
の
は
同
市
古
枝
の
幸
姫

酒
造
の
峰
松
幸
弘
社
長
。
来
場
者
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ

ピ
ー
タ
ー
が
初
め
て
訪
れ
た
人
に
地

酒
に
関
し
熱
弁
す
る
光
景
も
見
ら

れ
、「
２
年
目
に
し
て
フ
ァ
ン
が
で

き
た
」
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
回
答
し
た
約
１
７
０
０
人
の
う

ち
「
昨
年
も
来
た
」
が
５
９
０
人

（
39
・
２
％
）
で
、「
初
め
て
来
た
」

に
次
い
で
２
番
目
に
多
か
っ
た
。「
楽

し
め
た
」
が
96
・
７
％
な
ど
全
般
的

に
好
評
だ
っ
た
。

　

課
題
も
見
え
た
。
休
憩
所
や
ト
イ

レ
に
つ
い
て
は
「
数
が
少
な
い
」「
場

所
が
分
か
り
に
く
い
」
と
し
て
「
不

満
足
」
が
22
・
２
％
、
無
料
の
循
環

バ
ス
（
20
分
に
１
本
）
に
は
「
本
数

が
少
な
い
」「
混
ん
で
い
た
」
と
し
て

「
不
満
足
」
が
12
・
６
％
に
上
る
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
定
着
に
向
け
た
新
し

い
試
み
も
動
き
始
め
て
い
る
。
秋
口

に
は
、
市
や
国
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

て
旅
行
会
社
が
１
泊
２
日
の
ツ
ア
ー

を
企
画
。
試
験
的
に
市
内
の
酒
蔵
や

伝
統
行
事
の
見
学
、
太
良
町
の
宿
泊

プ
ラ
ン
を
盛
り
込
み
、
酒
造
会
社
側

も
、
ツ
ア
ー
客
向
け
の
案
内
板
の
設

置
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　

市
商
工
観
光
課
は
「
検
証
を
重
ね
、

民
間
だ
け
で
成
り
立
つ
通
年
型
の
ツ

ア
ー
化
を
目
指
し
た
い
」と
意
気
込
み
、

四
季
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
と
連
動
し

た
盛
り
上
が
り
に
期
待
す
る
。
今
回

は
、
各
蔵
で
来
場
者
を
案
内
す
る
20

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
活
躍

も
あ
っ
た
。
今
後
は
自
主
組
織
を
つ

く
る
予
定
で
、
酒
蔵
の
見
学
や
酒
造

り
の
体
験
を
通
じ
、
も
て
な
し
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
く
。

❖
２
０
１
３
年
６
月
28
日

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
佐
賀
工
場
が

太
陽
光
発
電
を
開
始  

　

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
（
東
京
都
）
は
、

三
養
基
郡
上
峰
町
の
佐
賀
工
場
で
太

陽
光
発
電
事
業
を
始
め
る
。
工
場
屋

上
に
パ
ネ
ル
を
設
置
。
年
間
発
電
量

は
一
般
家
庭
約
４
２
０
世
帯
分
に
相

当
す
る
約
１
５
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

で
、全
て
を
九
州
電
力
に
販
売
す
る
。

２
０
１
３
年
中
に
始
め
る
計
画
。

　

同
社
の
子
会
社
で
、
タ
イ
ヤ
製
造

設
備
の
設
計
な
ど
を
手
掛
け
る
ブ
リ

ヂ
ス
ト
ン
プ
ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
（
東
京
都
）
が
パ
ネ
ル
を
設
置
。

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
彦
根
工
場
（
滋
賀
県
）

で
も
取
り
組
む
計
画
で
、
２
工
場
を
合

わ
せ
た
年
間
発
電
量
は
約
９
７
０
世

帯
分
、
約
３
５
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
と

な
る
。
総
投
資
額
は
約
10
億
円
。

　

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
が
掲
げ
る
「
事
業

と
環
境
の
両
立
」
を
目
指
し
た
取
り

組
み
。
パ
ネ
ル
と
発
電
セ
ル
を
固
定

す
る
接
着
剤
に
は
、
同
社
が
開
発
し

た
水
や
紫
外
線
な
ど
に
強
い
Ｅ
Ｖ
Ａ

フ
ィ
ル
ム
を
使
用
。
同
社
広
報
部
は

「
屋
外
で
使
用
さ
れ
る
太
陽
電
池
用

接
着
封
止
膜
に
最
適
な
素
材
」
と
し

て
同
分
野
の
事
業
拡
大
も
図
っ
て
お

り
、「
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

向
け
、
事
業
と
環
境
の
両
立
を
図
り

た
い
」
と
語
る
。

❖
２
０
１
３
年
４
月
17
日

先
崎
さ
ん
総
務
大
臣
賞

日
本
観
光
ポ
ス
タ
ー

　

第
61
回
日
本
観
光
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル（
日
本
観
光
振
興
協
会
主
催
）

で
、
唐
津
市
出
身
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
先
崎
哲
進
（
た
か
ゆ
き
）
さ

ん
（
35
）
が
手
掛
け
た
大
分
県
豊
後

高
田
市
の
「
再
会
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
」

が
最
高
賞
に
次
ぐ
総
務
大
臣
賞
に
輝

い
た
。
昭
和
の
面
影
を
残
す
町
を
ボ

ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
で
巡
る
設
定
で
、
古

い
ア
ル
バ
ム
を
開
く
よ
う
な
感
覚
が

旅
情
を
誘
う
。

　

先
崎
さ
ん
は
唐
津
東
高
か
ら
九
州

芸
術
工
科
大
に
進
学
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
専
攻
だ
っ
た
が
「
マ
ッ
ク
（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）
を
個
人
で
持
て
る

よ
う
に
な
っ
た
世
代
」
で
、
イ
ベ
ン

ト
の
チ
ラ
シ
や
雑
誌
の
レ
イ
ア
ウ
ト

を
バ
イ
ト
で
請
け
負
う
う
ち
、
デ
ザ

イ
ン
が
本
職
と
な
り
福
岡
市
東
区
に

事
務
所
を
構
え
る
。

　

受
賞
作
は
「
昭
和
の
町
」「
ほ
と
け

の
里
」
を
題
材
に
し
た
８
枚
の
連
作

ポ
ス
タ
ー
で
構
成
。
豊
後
高
田
市
観

光
協
会
の
発
注
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
九
州
が
企
画
し
、
先

崎
さ
ん
が
場
所
の
選
定
や
写
真
の
ア

ン
グ
ル
な
ど
実
制
作
を
担
当
し
た
。

　

豊
後
高
田
市
は
昭
和
の
薫
り
を
伝

え
る
街
並
み
と
共
に
、
宇
佐
神
宮
の

荘
園
だ
っ
た
田
染
荘
（
た
し
ぶ
の

鹿島市

人口 男14,250人 女16,156人

酒蔵で日本酒を試飲する観光客＝
鹿島市高津原の矢野酒造

上峰町

人口 男4,458人 女4,970人

２０１３年内に太陽光発電事業を始め
るブリヂストン佐賀工場＝三養基郡上
峰町（ブリヂストン提供）

唐津市

人口 男58,447人 女66,850人

荘園だった
「田染荘」を
舞台にした
ポ ス タ ー。
ボンネット
バスが時を
旅する
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し
ょ
う
）
な
ど
古
い
佇
（
た
た
ず
）

ま
い
を
残
す
。
そ
こ
に
「
つ
く
り
も

の
で
は
な
い
日
本
の
原
風
景
」
を
感

じ
、
ポ
ス
タ
ー
も
「
作
り
込
む
こ
と

は
せ
ず
、
モ
デ
ル
は
町
の
人
に
出
て

も
ら
う
な
ど
、
自
然
な
演
出
を
心
が

け
た
」
と
い
う
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
、
全
国
か
ら
２
３
４
点
が
寄
せ
ら

れ
た
。
審
査
員
で
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
車

体
デ
ザ
イ
ン
で
知
ら
れ
る
水
戸
岡
鋭

治
さ
ん
は
「
町
の
魅
力
が
写
真
の
力

で
興
味
深
く
楽
し
く
表
現
さ
れ
て
い

る
」と
講
評
し
た
。先
崎
さ
ん
に
と
っ

て
何
よ
り
の
励
み
に
な
っ
た
。

　

地
域
活
性
化
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン

の
力
が
最
近
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

「
な
い
も
の
を
作
り
出
す
の
が
デ
ザ

イ
ン
で
は
な
く
、
そ
う
あ
る
べ
き

姿
を
引
き
出
し
て
い
く
の
が
デ
ザ
イ

ン
」
と
い
い
、「
い
つ
か
は
唐
津
と

福
岡
を
結
ぶ
仕
事
も
」
と
、
唐
津
へ

地
域
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ま
な
ざ
し
を
向

け
る
。

❖
２
０
１
３
年
５
月
23
日

ヒ
シ
の
皮
使
っ
た

「
ひ
し
ぼ
う
ろ
」
金
賞
を
受
賞

　

神
埼
市
と
市
菓
子
組
合
、
西
九
州

大
が
産
学
官
連
携
で
共
同
開
発
し
た

ヒ
シ
の
皮
を
使
っ
た
お
菓
子
「
ひ
し

ぼ
う
ろ
」
が
全
国
菓
子
大
博
覧
会
で

金
賞
に
輝
い
た
。
試
作
を
重
ね
、
昨

年
秋
に
出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
の
新

商
品
の
受
賞
に
、
関
係
者
は
喜
び
の

声
を
上
げ
て
い
る
。

　
「
ひ
し
ぼ
う
ろ
」
は
神
埼
特
産
の

ヒ
シ
の
皮
を
使
っ
た
、
生
活
習
慣
病

予
防
に
効
果
が
あ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
を
含
む
ヘ
ル
シ
ー
な
お
や
つ
と
し

て
売
り
出
し
て
い
る
。
１
年
以
上
の

試
作
期
間
を
経
て
、
昨
年
10
月
に
完

成
し
た
。
市
菓
子
組
合
の
２
社
が
製

造
し
て
い
る
。

　

全
国
博
覧
会
は
５
月
に
広
島
県
で

開
か
れ
、
同
組
合
の
大
串
製
菓
の
商

品
を
出
品
し
た
。
市
菓
子
組
合
の
大

串
久
昭
・
大
串
製
菓
社
長
（
45
）
が

26
日
、
松
本
茂
幸
市
長
に
受
賞
を
報

告
し
た
。

　

４
年
に
一
度
し
か
な
い
博
覧
会
で

の
受
賞
に
、
松
本
市
長
は
「
開
発
か

ら
ま
だ
間
も
な
い
『
ひ
し
ぼ
う
ろ
』

が
、
お
菓
子
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

た
事
が
う
れ
し
い
」
と
喜
ん
だ
。

　

大
串
社
長
は
よ
り
お
い
し
い
も
の

を
作
ろ
う
と
、
何
度
も
試
作
を
繰
り

返
し
た
商
品
開
発
の
苦
労
を
語
っ
た
。

「
関
係
者
と
協
力
し
、
話
し
合
い
を
重

ね
て
よ
う
や
く
完
成
し
た
商
品
。
開

発
か
ら
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
事
を

光
栄
に
思
う
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

❖
２
０
１
３
年
７
月
29
日

「
恋
人
の
聖
地
」
で
夏
フ
ェ
ス

大
興
善
寺
周
辺
で 

　
「
恋
人
の
聖
地
」
で
夏
の
思
い
出

を
︱
。
基
山
町
の
大
興
善
寺
大
駐
車

場
で
８
月
10
日
午
前
11
時
か
ら
、「
第

１
回
ち
ぎ
り
の
里
心
の
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
～
夏
フ
ェ
ス
ｉ
ｎ
き
や

ま
」が
開
か
れ
る
。
プ
ロ・ア
マ
チ
ュ

ア
の
歌
手
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
約
10

組
が
参
加
し
て
盛
り
上
げ
る
。

　

昨
夏
に
県
内
で
２
カ
所
目
の
「
聖

地
」
に
認
定
さ
れ
た
記
念
で
、
町
や

同
寺
な
ど
で
つ
く
る
「
県
き
や
ま
の

魅
力
づ
く
り
協
議
会
」
が
企
画
し
た
。

前
半
の
ポ
ッ
プ
ス
系
音
楽
は
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
も
も
ち
ひ
ろ

こ
さ
ん
ら
、
夕
方
か
ら
午
後
８
時
ま

で
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
は
プ
ロ
の
ギ
タ

リ
ス
ト
や
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
出
演
す
る
。

　

大
興
善
寺
は
ツ
ツ
ジ
や
、
モ
ミ
ジ

の
紅
葉
で
知
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
は
花

の
季
節
に
合
わ
せ
春
や
秋
に
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
て
き
た
。
今
回
の

夏
フ
ェ
ス
に
つ
い
て
実
行
委
員
長
の

松
本
和
治
さ
ん
は
「
プ
ロ
へ
の
登
竜

門
と
な
る
夏
ラ
イ
ブ
と
し
て
定
着
で

き
た
ら
」
と
話
す
。

　

当
日
は
午
前
９
時
か
ら
境
内
や
ラ

イ
ブ
会
場
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
も
開

く
。
町
近
郊
在
住
の
男
性
30
人
（
20

～
30
代
）
と
女
性
20
人
（
同
、
住
所

問
わ
ず
）
が
食
事
や
ラ
イ
ブ
鑑
賞
を

楽
し
む
。
参
加
費
は
男
性
５
千
円
、

女
性
３
千
円
。
締
め
切
り
は
８
月
６

日
。

　

雨
天
決
行
。
夏
フ
ェ
ス
は
前
売
り

で
高
校
生
以
上
１
５
０
０
円
、
中
学

生
５
０
０
円
（
各
当
日
５
０
０
円

高
）、
小
学
生
以
下
無
料
。
お
得
な

一
般
ペ
ア
券
（
２
５
０
０
円
、
当
日

３
５
０
０
円
）
も
あ
る
。
◦
問
い

合
わ
せ
は
事
務
局
、
電
話
０
８
０

（
２
７
９
５
）
８
６
９
２

❖
２
０
１
３
年
７
月
26
日

玄
海
町
の
前
田
さ
ん
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
野
球
指
導

　

唐
津
市
で
野
球
な
ど
小
中
学
生
を

対
象
と
し
た
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

を
運
営
す
る
前
田
哲
也
さ
ん
（
31
）

＝
玄
海
町
＝
が
７
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

を
訪
れ
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
に
野

球
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け

て
い
る
知
人
の
紹
介
で
、
使
わ
な
く

な
っ
た
グ
ロ
ー
ブ
や
バ
ッ
ト
も
贈
る

計
画
。「
活
動
に
賛
同
し
て
く
れ
た

皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
届
け
た
い
」
と

現
地
で
の
出
会
い
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
。

　

前
田
さ
ん
は
佐
賀
工
業
高
野
球
部

出
身
。
25
歳
か
ら
地
元
の
少
年
野
球

チ
ー
ム
「
有
浦
少
年
」
を
率
い
、
現

在
は
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
レ
タ

ド
ー
ル
」
の
代
表
を
務
め
る
。

　

恵
ま
れ
た
環
境
で
野
球
が
で
き
る

日
本
と
は
違
い
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は

高
額
の
た
め
グ
ロ
ー
ブ
を
買
え
な
い

子
ど
も
た
ち
が
い
る
こ
と
を
知
人
か

ら
聞
き
、
指
導
者
と
し
て
の
経
験
も

広
げ
よ
う
と
訪
問
を
思
い
立
っ
た
。

訪
問
期
間
は
７
月
20
日
か
ら
24
日
ま

で
の
５
日
間
。
マ
ニ
ラ
市
内
の
子
ど

も
た
ち
に
日
本
で
集
め
た
バ
ッ
ド
や

グ
ロ
ー
ブ
を
手
渡
し
、
プ
レ
ー
の
手

ほ
ど
き
を
す
る
。

　

野
球
道
具
は
少
年
野
球
チ
ー
ム
の

Ｏ
Ｂ
や
保
護
者
を
は
じ
め
、
ブ
ロ
グ

神埼市

人口 男15,370人 女17,015人

全国菓子大博覧会で金賞を受賞
した「ひしぼうろ」

基山町

人口 男8,261人 女9,318人

「夏フェスinきやま」への来場を呼びかける神
原玄應住職（右）と実行委員長の松本和治さん

玄海町

人口 男3,211人 女2,980人

スポーツクラブを運営する傍ら、７月
にフィリピンで野球教室を開く前田哲
也さん。教え子などから集めた野球道
具も送り届ける＝唐津市の西唐津小

TEL ／ FAX 092-553-5452
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で
活
動
を
知
っ
た
岐
阜
県
や
滋
賀
県

の
野
球
関
係
者
か
ら
も
届
い
た
。
大

会
優
勝
時
に
身
に
つ
け
て
い
た
思
い

出
の
グ
ロ
ー
ブ
を
提
供
し
て
く
れ
た

教
え
子
も
い
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
に
集
ま
っ
た
善
意
は
段

ボ
ー
ル
箱
（
50
キ
ロ
入
り
）
３
つ
分
。

前
田
さ
ん
は
「
多
く
の
方
々
の
思
い

を
受
け
止
め
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を

広
げ
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
う
れ

し
い
」
と
話
す
。

　

活
動
は
今
後
も
続
け
る
予
定
で
、

野
球
道
具
の
提
供
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。
詳
し
く
は
ブ
ロ
グ
、http://

retador-m
aep.com

/

❖
２
０
１
３
年
６
月
27
日

ま
ち
お
こ
し
協
力
隊
が
始
動

　

江
北
町
は
８
日
、
少
子
高
齢
化

や
過
疎
化
へ
の
早
急
な
対
応
が
迫

ら
れ
て
い
る
上
小
田
地
区
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
全
国
公
募
で
採

用
し
た
女
性
２
人
を
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
」
に
任
命
し
た
。
商

店
街
の
空
き
店
舗
な
ど
を
利
用
し
、

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
や
子
ど

も
の
学
び
・
遊
び
を
支
援
す
る
。

田
中
源
一
町
長
は
「
よ
そ
の
ま
ち

か
ら
見
た
目
線
で
江
北
町
の
あ
り

方
に
も
提
言
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
期
待
を
寄
せ
た
。

　

隊
員
は
、
小
野
奈
津
美
さ
ん

（
23
）
＝
山
形
県
天
童
市
出
身
＝
と

北
川
裕
子
さ
ん
（
28
）
＝
福
岡
県

北
九
州
市
出
身
＝
。
任
期
は
最
長

３
年
間
。

　

小
野
さ
ん
は
ヘ
ル
パ
ー
２
級
な

ど
の
資
格
を
持
つ
。
協
力
隊
員
の

活
動
を
描
い
た
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
で
仕

事
を
知
っ
て
応
募
し
た
。
社
会
人

経
験
後
に
短
大
で
保
育
を
学
ん
だ

北
川
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
を
自

然
の
中
で
遊
ば
せ
た
い
」
と
志
望

動
機
を
語
っ
た
。

　

同
地
区
は
江
戸
時
代
に
長
崎
街

道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
昭
和

期
の
杵
島
炭
鉱
時
代
に
は
映
画
館

が
２
軒
並
ぶ
な
ど
栄
え
た
。
し
か

し
、
肥
前
山
口
駅
南
側
で
分
譲
宅

地
の
開
発
が
進
む
の
と
は
対
照
的

に
、
北
西
部
の
同
地
区
で
は
過
疎

化
が
進
み
、
高
齢
化
率
は
町
全
体

の
24
・
６
％
に
対
し
30
・
９
％
と

地
区
別
で
は
最
も
高
い
。
児
童
数

も
減
っ
て
お
り
、
町
が
「
早
急
に

て
こ
入
れ
が
必
要
な
地
域
」
と
判

断
し
た
。

　

２
人
は
、
同
地
区
の
空
き
家
を

改
装
し
て
住
み
な
が
ら
企
画
や
運

営
に
あ
た
る
。
新
天
地
で
の
仕
事

を
探
し
て
い
た
小
野
さ
ん
は
「
高

齢
者
が
生
き
生
き
し
て
毎
日
が
楽

し
そ
う
な
印
象
。
ず
っ
と
元
気
で

い
ら
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
し
た
い
」

と
抱
負
。
北
川
さ
ん
も
「
地
域
と

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
を
し

た
い
」
と
話
し
た
。

　

協
力
隊
は
総
務
省
の
事
業
で
、

事
業
費
は
人
件
費
や
空
き
店
舗
改

修
費
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
費
な
ど
を

合
わ
せ
、
１
８
９
４
万
円
を
前
年

度
３
月
補
正
予
算
に
計
上
し
た
。

❖
２
０
１
３
年
４
月
９
日

「
肥
前
名
尾
和
紙
」
集
大
成

紹
介
本
が
完
成 

　

佐
賀
市
大
和
町
名
尾
地
区
で
約

３
０
０
年
続
く
県
重
要
無
形
文
化
財

「
名
尾
手
漉
（
て
す
き
）
和
紙
」
の

歴
史
や
製
法
を
ま
と
め
た
本
が
完
成

し
た
。
地
区
で
唯
一
伝
統
を
受
け
継

ぐ
工
房
「
肥
前
名
尾
和
紙
」
の
職
人

谷
口
祐
次
郎
さ
ん
（
47
）
の
も
の
づ

く
り
に
共
感
し
た
印
刷
会
社
（
福
岡

市
）
が
制
作
し
た
。「
名
尾
和
紙
の

集
大
成
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

タ
イ
ト
ル
は
『
名
尾
和
紙　

谷
口

祐
次
郎
』。
Ａ
Ｂ
版
変
形
で
カ
ラ
ー
、

60
ペ
ー
ジ
。
印
刷
会
社
ゼ
ネ
ラ
ル
ア

サ
ヒ
が
、
九
州
の
伝
統
的
工
芸
品
を

つ
く
る
職
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た

「
職
人
の
手
仕
事
」
シ
リ
ー
ズ
の
第

14
弾
。
県
内
の
工
芸
品
と
し
て
は
初

め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

薄
く
て
丈
夫
な
名
尾
和
紙
の
特
長

や
地
区
で
製
紙
業
が
始
ま
っ
た
歴
史

的
背
景
を
紹
介
し
、
谷
口
さ
ん
の
和

紙
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い
思
い
も
丹

念
に
描
い
た
。
原
料
と
な
る
梶
（
か

じ
）
の
木
の
皮
を
大
釜
で
煮
た
り
、

「
桁
」
と
呼
ば
れ
る
木
枠
で
紙
を
漉

く
作
業
工
程
も
、
順
を
追
っ
て
写
真

付
き
で
解
説
し
て
い
る
。

　

和
紙
や
ち
ょ
う
ち
ん
作
り
を
継
承

し
な
が
ら
、
柿
渋
入
り
和
紙
を
使
っ

た
携
帯
電
話
ケ
ー
ス
な
ど
約
60
種
類

を
販
売
す
る
谷
口
さ
ん
。
子
ど
も
の

和
紙
手
作
り
体
験
教
室
も
開
い
て
普

及
に
努
め
、「
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
も
の
を
作
り
な
が
ら
、
伝
統

を
伝
え
て
い
く
」
と
語
る
。

　

江
戸
時
代
の
元
禄
年
間（
１
６
８
８

～
１
７
０
４
年
）
に
始
ま
っ
た
と
さ

れ
る
名
尾
和
紙
は
、
昭
和
初
期
に
は

約
１
０
０
軒
が
生
産
し
て
い
た
。
機

械
化
で
紙
が
大
量
生
産
さ
れ
て
減
少

し
、
現
在
は
谷
口
さ
ん
一
家
だ
け
で

生
産
し
て
い
る
。
82
年
に
県
重
要
無

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

１
冊
５
２
５
円
。
福
岡
市
内
の

大
型
書
店
で
購
入
で
き
る
。
問
い

合
わ
せ
は
肥
前
名
尾
和
紙
、
電
話

０
９
５
２
（
６
３
）
０
３
３
４

❖
２
０
１
３
年
６
月
４
日

砕
氷
艦
「
し
ら
せ
」
機
関
長
が

南
極
の
氷
を
母
校
に 

　

白
石
町
廻
里
出
身
で
、
南
極
観
測

用
の
砕
氷
艦
「
し
ら
せ
」
機
関
長
の

吉
田
博
文
二
等
海
佐
（
51
）
が
30
日
、

母
校
の
有
明
西
小（
鶴
田
宏
和
校
長
、

１
４
４
人
）
を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち

に
南
極
か
ら
持
ち
帰
っ
た
氷
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
。
５
メ
ー
ト
ル
を
超
す

分
厚
い
氷
が
行
く
手
を
阻
み
、
猛
烈

な
ブ
リ
ザ
ー
ド
（
暴
風
）
が
襲
う
過

酷
な
環
境
を
乗
り
越
え
て
た
ど
り
着

い
た
大
自
然
の
魅
力
を
児
童
に
語
り

掛
け
た
。

　

南
極
の
氷
は
海
に
浮
か
ぶ
氷
山
か

白石町

人口 男11,419人 女13,356人

南極から持ち帰った氷が溶ける音を子ども
たちに聞かせる砕氷艦「しらせ」機関長の
吉田博文二佐（右）＝白石町の有明西小

江北町

人口 男4,499人 女5,065人

早速、地域住民と語らう地域おこし協力隊
員の北川裕子さん（右）と小野奈津子さん（右
から２人目）＝江北町上小田の関川家前

佐賀市

人口 男111,434人 女124,804人

「肥前名尾和紙」を紹介した本を手にす
る、職人の谷口祐次郎さんと妻文代さん
＝佐賀市大和町名尾
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ら
切
り
出
さ
れ
た
も
の
で
、
厚
さ
30

セ
ン
チ
の
直
方
体
。
約
３
万
年
前
に

降
り
積
も
っ
た
雪
が
押
し
固
め
ら
れ

て
で
き
た
と
い
う
。

　

子
ど
も
た
ち
は
氷
の
か
け
ら
を
浮

か
べ
た
コ
ッ
プ
に
耳
を
当
て
て
溶
け

て
い
く
音
に
聞
き
入
っ
た
り
、
氷
を

さ
わ
っ
て
感
触
を
確
か
め
、
南
極

の
自
然
を
体
感
し
た
。
前
田
至
恩
君

（
10
）
は
「
シ
ュ
ワ
シ
ュ
ワ
パ
チ
パ

チ
音
が
し
て
驚
い
た
。
南
極
に
行
っ

て
氷
で
家
を
建
て
た
ら
ど
う
な
る
か

な
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
２
０
１
１
年
11
月

と
12
年
11
月
の
第
53
次
、
54
次
の

南
極
地
域
観
測
協
力
行
動
に
参
加

し
、
今
年
４
月
上
旬
に
帰
国
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
、
前
人
未
到
の
地

だ
っ
た
南
極
を
目
指
し
た
先
人
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
「
何

事
も
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
大
事
」

と
伝
え
、
皇
帝
ペ
ン
ギ
ン
と
の
出

会
い
や
生
野
菜
が
恋
し
く
な
る
な

ど
の
体
験
を
語
っ
た
。

❖
２
０
１
３
年
５
月
31
日

「
二
千
年
ハ
ス
」
学
ぶ

ガ
イ
ド
ら
知
識
深
め
る 

　

２
千
年
前
の
弥
生
時
代
の
地
層
か

ら
発
見
さ
れ
た
種
子
を
発
芽
さ
せ
た

二
千
年
ハ
ス
（
大
賀
ハ
ス
）
を
学
ぶ

勉
強
会
が
26
日
、
多
久
市
の
聖
光
寺

で
あ
っ
た
。「
多
久
二
千
年
ハ
ス
を

守
る
会
」（
大
川
内
義
章
代
表
）
の

会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ら
約

20
人
が
、
ハ
ス
の
歴
史
な
ど
を
学
ん

だ
。

　

ハ
ス
の
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
観
光

客
ら
に
解
説
す
る
た
め
の
知
識
を
深

め
よ
う
と
初
め
て
実
施
し
た
。
寺
の

敷
地
内
で
二
千
年
ハ
ス
を
栽
培
す
る

野
中
寛
應
住
職
が
講
師
を
務
め
た
。

　

野
中
住
職
は
、
植
物
学
の
権
威
・

大
賀
一
郎
博
士
が
１
９
５
１
年
に

二
千
年
ハ
ス
の
種
子
を
発
見
し
た
こ

と
や
同
寺
に
ハ
ス
の
種
子
が
来
た
経

緯
、
ハ
ス
の
特
徴
、
栽
培
時
の
注
意
点

な
ど
を
説
明
し
た
。
参
加
者
は
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
い
て
い
た
。

　

そ
の
「
二
千
年
ハ
ス
」
が
、
６
月

に
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
る
。
あ
で
や

か
な
ピ
ン
ク
の
花
が
咲
き
誇
り
、
写

真
愛
好
家
ら
が
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
っ
て
い
る
。
７
月
中
旬
ま
で
楽

し
め
る
。

　

二
千
年
ハ
ス
は
、
千
葉
県
の
検

見
川
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
古
代
種

を
発
芽
さ
せ
た
も
の
。
野
中
住
職
が

２
０
０
２
年
、
種
を
入
手
し
敷
地
内

の
池
で
栽
培
し
て
い
る
。
早
朝
に
花

が
開
く
た
め
、
午
前
中
い
っ
ぱ
い
が

見
ご
ろ
。
午
後
は
花
が
閉
じ
る
。
隣

り
の
池
で
は
、
二
千
年
ハ
ス
と
王
子

ハ
ス
を
掛
け
合
わ
せ
た「
舞
妃
蓮（
ま

い
ひ
れ
ん
）」
も
楽
し
め
る
。

　
「
多
久
二
千
年
ハ
ス
を
守
る
会
」

は
30
日
午
前
10
時
か
ら
、
同
寺
横
の

多
久
市
物
産
館
「
朋
来
庵
」
で
ハ
ス

の
観
察
会
を
開
く
。
野
中
住
職
や
佐

賀
城
本
丸
歴
史
館
の
杉
谷
昭
前
館
長

の
講
話
も
あ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
市

観
光
協
会
、電
話
０
９
５
２
（
７
４
）

２
５
０
２
へ
。

❖
２
０
１
３
年
６
月
25
日

中
尾
さ
ん
が
Ｂ
Ｍ
Ｘ
世
界
大
会
へ

１
２
０
人
が
激
励  

　

24
日
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で

開
か
れ
る
バ
イ
シ
ク
ル
・
モ
ト
ク
ロ

ス
（
Ｂ
Ｍ
Ｘ
）
の
世
界
選
手
権
に
出

場
す
る
中
尾
太
三
さ
ん
（
34
）
＝
武

雄
市
＝
の
激
励
会
が
６
月
30
日
、
同

市
の
武
雄
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
で

約
１
２
０
人
が
出
席
し
て
あ
っ
た
。

　

中
尾
さ
ん
は
30
歳
で
Ｂ
Ｍ
Ｘ
に
出

合
い
、
昨
年
レ
ー
ス
の
公
式
戦
に
デ

ビ
ュ
ー
。
い
き
な
り
西
日
本
ラ
ン
キ

ン
グ
２
位
と
な
り
、
今
年
も
６
月
に

国
内
初
優
勝
を
飾
っ
た
実
力
派
で
、

世
界
選
手
権
の
県
内
初
出
場
と
な
っ

た
。

　

激
励
会
は
「
中
尾
太
三
を
世
界

へ
送
り
出
す
会
」（
豊
村
貴
司
会
長
）

が
企
画
。
豊
村
会
長
は
「
し
っ
か
り

応
援
し
、
武
雄
の
自
転
車
文
化
振
興

に
つ
な
げ
て
い
こ
う
」
と
述
べ
、
武

雄
市
の
前
田
敏
美
副
市
長
が
「
世
界

で
優
秀
な
成
績
を
残
し
て
ほ
し
い
」

と
励
ま
し
た
。

　

九
州
か
ら
中
尾
さ
ん
と
共
に
世
界

選
手
権
に
出
場
す
る
鶴
田
聖
二
さ
ん

（
47
）
＝
福
岡
市
＝
は
「
私
が
１
年
か

け
て
習
得
す
る
と
こ
ろ
を
彼
は
３
カ

月
で
や
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
運
動
神
経

が
抜
群
。
世
界
で
も
い
い
と
こ
ろ
に

い
く
の
で
は
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　

中
尾
さ
ん
は
「
世
界
の
壁
は
高
い

と
思
う
が
、
練
習
の
成
果
を
出
し
て

決
勝
に
残
れ
る
よ
う
頑
張
る
」
と
決

意
を
披
露
し
た
。

❖
２
０
１
３
年
７
月
１
日

「
町
報
た
ら
」
が
総
務
大
臣
賞

広
報
コ
ン
ク
ー
ル 

　

全
国
の
自
治
体
が
取
り
組
む
広
報

コ
ン
ク
ー
ル（
日
本
広
報
協
会
主
催
）

で
、太
良
町
の
広
報
紙
「
町
報
た
ら
」

が
、
広
報
写
真
の
組
み
写
真
部
門
で

特
選
の
総
務
大
臣
賞
に
選
ば
れ
た
。

特
選
は
同
町
初
で
、
県
内
で
は
22
年

ぶ
り
。
地
域
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
き
た
秋
祭
り
の
伝
統
が
、
老
若
の

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
表
情
や
し
ぐ
さ
を

捉
え
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で
表
現
さ
れ

て
い
る
。

　

広
報
紙
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
映
像

な
ど
10
部
門
に
全
国
か
ら
計
４
９
６

点
、
組
み
写
真
部
門
に
は
計
38
点
の

応
募
が
あ
っ
た
。

　

受
賞
作
は
「
町
報
た
ら
」
の
昨
年

10
月
号
の
見
開
き
ペ
ー
ジ
。
町
職
員

で
町
報
を
担
当
す
る
田
古
里
哲
也
さ

ん
（
42
）
が
、
昨
年
９
月
に
あ
っ
た

町
内
３
地
区
の
面
浮
立
を
題
材
に
撮

影
、
厳
選
し
た
19
枚
の
写
真
を
組
ん

だ
。
町
報
が
２
色
刷
り
と
い
う
制
約

の
中
で
モ
ノ
ク
ロ
写
真
を
選
択
。
白

黒
の
強
弱
を
き
れ
い
に
出
す
た
め
、

色
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
後
に
モ
ノ
ク

ロ
に
す
る
工
夫
も
し
た
。

　

浮
立
面
の
長
い
シ
ャ
グ
マ
（
毛
）

多久市

人口 男9,583人 女11,114人

ピンク色の花を咲かせた聖光寺の
二千年ハス（昨年６月撮影）

武雄市

人口 男23,630人 女26,434人

「決勝にいける
よう頑張る」と
世界選手権への
決意を語る中尾
太三さん＝武雄
市の武雄セン
チュリーホテル

太良町

人口 男4,440人 女5,023人

全国広報コンクールの組み写真
部門の特選に輝いた「町報たら」
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が
宙
を
舞
う
様
子
や
柔
和
な
年
配
男

性
の
表
情
の
ア
ッ
プ
、
天
を
仰
ぐ
踊

り
手
を
低
位
置
か
ら
捉
え
た
ア
ン
グ

ル
な
ど
を
織
り
交
ぜ
、
ま
っ
す
ぐ
前

を
見
て
笛
を
吹
く
少
年
の
姿
が
目
を

引
く
構
成
。
審
査
員
は
「
静
と
動
が

入
り
交
じ
り
、
一
枚
一
枚
の
写
真
に

勢
い
が
あ
る
」「
伝
統
行
事
が
次
の

世
代
に
リ
レ
ー
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

描
い
た
」
と
講
評
し
た
。

　

現
地
で
は
他
県
か
ら
来
た
熱
心
な

浮
立
フ
ァ
ン
と
出
会
い
、「
地
元
に

残
る
貴
重
な
お
祭
り
な
ん
だ
と
自
覚

し
た
」
と
田
古
里
さ
ん
。「
受
賞
は

町
の
良
さ
が
認
め
ら
れ
た
証
。
こ
れ

か
ら
も
魅
力
を
引
き
出
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

❖
２
０
１
３
年
５
月
９
日

夢
か
な
え
る
ま
で
の
道
の
り

吉
松
育
美
さ
ん
講
演

　

佐
賀
新
聞
社
の
メ
ン
バ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
「
Ｂ
ｅ
ｇ
ｉ
ｎ
（
ビ
ギ
ン
）」

の
第
１
回
講
座
が
25
日
、
佐
賀
市

文
化
会
館
で
あ
っ
た
。
ミ
ス
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
吉
松
育
美
さ

ん
＝
鳥
栖
市
出
身
＝
が
、
夢
を
か

な
え
る
ま
で
の
道
の
り
を
振
り
返

り
、
来
場
し
た
１
３
０
０
人
に
「
子

ど
も
た
ち
が
世
界
に
目
を
向
け
る

き
っ
か
け
を
つ
く
り
た
い
」
と
新

た
な
夢
を
打
ち
明
け
た
。

　

２
０
１
２
年
に
日
本
人
初
の
ミ

ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
輝
い

た
吉
松
さ
ん
は
、
世
界
一
に
な
る

た
め
の
特
訓
の
一
部
を
ス
テ
ー
ジ

で
披
露
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
、
本

番
で
熱
唱
し
た
「
上
を
向
い
て
歩

こ
う
」
を
歌
う
と
、
会
場
か
ら
は

歓
声
や
手
拍
子
が
起
こ
っ
た
。

　

吉
松
さ
ん
は
各
国
の
参
加
者
と

触
れ
合
う
こ
と
で
、
価
値
観
が
広

が
っ
た
自
身
の
経
験
か
ら
、「
教
育

に
か
か
わ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
世

界
へ
の
扉
を
開
く
授
業
を
実
践
し

て
い
き
た
い
」
と
熱
く
語
っ
た
。

　

発
会
式
で
は
、
佐
賀
新
聞
社
の

中
尾
清
一
郎
社
長
が
「
み
な
さ
ん

が
肉
声
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
う

人
、
ぜ
ひ
こ
の
人
の
話
を
聞
き
た

い
と
い
う
希
望
が
あ
れ
ば
、
万
難

を
排
し
て
実
現
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
講
演
に
先
立
ち
、
ア
ル
モ

ニ
ア
管
弦
楽
団
に
よ
る
弦
楽
四
重

奏
の
ミ
ニ
公
演
が
あ
っ
た
。

　

講
演
は
全
３
回
で
、
10
月
に
作

家
の
誉
田
哲
也
さ
ん
、
来
年
２
月

に
美
輪
明
宏
さ
ん
が
講
師
を
務
め

る
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
ｅ
ｇ
ｉ
ｎ

事
務
局
、
電
話
０
９
５
２
（
２
８
）

２
１
４
２
。

❖
２
０
１
３
年
５
月
25
日

戦
没
者
追
悼
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ

供
養
代
行
も 

　

戦
没
者
の
遺
骨
・
遺
品
返
還
活
動

に
取
り
組
む
、
み
や
き
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
戦
没
者
追
悼
と
平
和
の
会
」

の
塩
川
正
隆
理
事
長
（
68
）
が
31
日

か
ら
約
１
週
間
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
渡

り
、
太
平
洋
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
日

本
兵
の
慰
霊
を
行
う
。
同
国
へ
足
を

運
べ
な
い
戦
没
者
遺
族
の
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
供
養
も
代
行
す
る

意
向
で
、
希
望
者
の
連
絡
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

　

戦
時
中
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
日

本
人
50
万
人
以
上
が
亡
く
な
っ
た
。

塩
川
さ
ん
は
同
国
で
も
１
９
９
５

年
か
ら
自
費
や
寄
付
金
で
遺
品
・

遺
骨
収
集
や
遺
族
へ
の
返
還
運
動

を
し
て
き
た
が
、
国
が
別
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
委
託
し
て
い
た
遺
骨
収

集
事
業
で
日
本
兵
以
外
の
骨
が
混

入
し
て
い
た
問
題
が
発
覚
し
た
た

め
、
現
在
は
収
集
活
動
で
き
な
い

状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

今
回
は
佐
賀
、
長
崎
、
福
岡
県

で
編
成
さ
れ
た
「
臨
時
歩
兵
第
一

中
隊
」
の
２
０
０
人
以
上
が
戦
死

し
た
ロ
ン
ブ
ロ
ン
島
へ
の
訪
問
が

決
ま
っ
て
い
る
。
塩
川
さ
ん
は
軍

歴
簿
を
も
と
に
、
戦
地
だ
っ
た
場

所
を
訪
ね
て
供
養
。
戦
没
者
の
卒

塔
婆
も
用
意
す
る
予
定
だ
。
遺
族

か
ら
希
望
が
あ
れ
ば
、
同
島
以
外

も
慰
霊
に
巡
る
と
い
う
。

　

希
望
者
は
28
日
ま
で
に
連
絡
す

る
。
塩
川
さ
ん
は
「
今
は
遺
骨
を

探
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
せ

め
て
家
族
が
元
気
で
い
る
こ
と

を
戦
没
者
に
伝
え
た
い
」
と
話

す
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話
０
９
０

（
１
９
２
９
）
９
７
６
９
。

❖
２
０
１
３
年
３
月
25
日

12
年
に
一
度

「
お
べ
ん
じ
ゃ
さ
ん
」
大
祭

　

吉
野
ケ
里
町
吉
田
の
目
達
原
地

区
で
「
お
べ
ん
じ
ゃ
さ
ん
」
と
し

て
親
し
ま
れ
る
弁
天
社
で
14
日
、

巳
（
み
）
年
に
だ
け
行
う
大
祭
が

あ
っ
た
。
大
勢
の
地
域
住
民
が
子

ど
も
み
こ
し
や
道
ば
や
し
に
参
加

し
、
地
域
の
幸
せ
を
願
っ
た
。

　

約
１
５
０
人
が
、
獅
子
、
子
ど

も
み
こ
し
、
た
る
み
こ
し
、
道
ば

や
し
の
順
で
、
佐
賀
銀
行
三
田
川

支
店
か
ら
同
神
社
ま
で
の
約
１
・
２

キ
ロ
を
練
り
歩
い
た
。
神
事
の
ほ

か
、
餅
ま
き
も
あ
り
、
境
内
に
特

設
し
た
舞
台
か
ら
紅
白
餅
が
ま
か

れ
る
と
、
歓
声
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ

た
。

　

水
神
で
も
あ
る
同
神
社
で
は
、

昭
和
50
年
代
の
干
ば
つ
で
雨
乞
い

を
し
た
と
こ
ろ
大
雨
が
降
っ
た
と

い
う
逸
話
も
あ
る
。
目
達
原
地
区

の
内
田
一
也
区
長
は
「
12
年
に
一

度
の
ま
つ
り
な
の
で
、
役
員
は
み

ん
な
張
り
切
り
、
大
盛
況
だ
っ
た
。

地
域
で
愛
さ
れ
て
い
る
お
べ
ん

じ
ゃ
さ
ん
を
、
こ
れ
か
ら
も
地
区

の
長
老
や
役
員
が
中
心
と
な
っ
て

守
っ
て
く
れ
る
と
思
う
」
と
目
を

細
め
て
い
た
。

❖
２
０
１
３
年
４
月
15
日

鳥栖市

人口 男33,807人 女37,347人

ウオーキングのテ
クニックを解説す
る吉松さん＝佐賀
市文化会館

みやき町

人口 男12,175人 女13,499人

地図でフィリピ
ンのロンブロン
島の位置を指す
塩川正隆さん

吉野ヶ里町

人口 男8,037人 女8,326人

区長らがまく紅白餅に手を伸ばす
参加者ら＝吉野ヶ里町の弁天社
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バラエティ・アート・フェスタさが2013を開催します

　障害のある人もない人も誰もが、それぞれのスタイルで芸術や文化を楽しむことができる土壌づ
くりを目指し、バラエティ・アート・フェスタさが2013を開催します。昨年に引き続き2回目とな
る今回もさまざまな取組を行います。
　11月8日〜10日は「バラエティ・アート・フェスタさが2013」に足を運んでいただき、みんな
で映画や音楽を楽しんでみませんか。
　詳しくは、佐賀県のホームページをご覧いただくか文化課までお問い合わせください。

	●バリアフリーさが映画祭2013
	　今回で4回目となるバリアフリーさが映画祭は、11月8日〜9日に開催。
	　バリアフリー映画とは、視覚や聴覚に障害のある方、また、高齢者の方にも映画を楽しん
でいただけるよう、日本語字幕及び副音声が付いた映画のことです。
	　映画祭では映画上映の他、シンポジウムやトークショーも行う予定です。
	　⑴会場　アバンセ（佐賀市）
	　⑵上映内容　①11月8日（金）　・最強のふたり　　　　　　　・まひるのほし
	　　　　　　　②11月9日（土）　・ジャングル大帝　　　　　　・絵の中のぼくの村

・んで、全部、海さ流した。　・のぼうの城

	●バラエティ・アート・フェスタさが2013ステージイベント
	　⑴日時及び会場　11月10日（日）アバンセ
	　⑵内容　①オープニングセレモニー　ルードバルス、レフアによるコンサート
	　　　　　②舞台芸術発表　　　　　　障害者による音楽や踊りなどの発表
	　　　　　③クロージング　　　　　　スカ・ロケッツによるコンサート
	　⑶その他　グルメコーナーや雑貨や小物などの販売コーナーを設け、1日いても楽しめる
　　　　　　 内容にしています。

お問い合わせ

佐賀県文化課

電話：0952-25-7236

FAX：0952-25-7179

Email：bunka@pref.saga.lg.jp
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1万人のランナーが佐賀に集結 !
〜来春4月 6日（日）開催、募集開始は11月 5日（火）〜

　今春、フルマラソンに生まれ変わった「さが桜マラソン」が、来年4月6日（日）に開催されます。
　マラソン（42.195㌔）は、今年の大会と同じく、県陸上競技場前をスタートし、佐賀城址、吉野ヶ里
歴史公園、多布施川河畔を巡るなど、春風を感じながら桜の名所や弥生の風景を満喫できるコースとなっ
ています。
　また、来春の大会では、マラソンコースの前半部分を使って、記録や順位を気にせず、気軽に楽しみな
がら佐賀の街なかを走る「ファンラン（約10㌔）」が新設されます。
　さが桜マラソンは、初めて大会に参加する方から上位成績を狙うランナーまで、多くの方々に楽しんで
いただける大会です。ぜひ大会を通して、ふるさと佐賀の春や歴史、文化を思う存分堪能してください。

○開催日時 : 平成 26 年 4 月 6 日（日）　午前 9:00 スタート
○募集期間 : 平成 25 年 11 月 5 日（火）〜 11 月 29 日（金）【先着順】
○定　　員 : マラソン :8,500 人　　ファンラン :1,500 人
○参 加 料 : マラソン :8,500 円　　ファンラン :3,500 円
○主　　催 : 佐賀新聞社、佐賀陸上競技協会、佐賀県、佐賀市、神埼市
　※募集は定員になり次第、終了します。

　※「ファンラン」は、マラソン最後尾からのスタート。記録計測は行いません。

〈問い合わせ先〉　　さが桜マラソン大会事務局（佐賀新聞社内）
　　　　　　　　　TEL:0952-27-0728　http://www2.saga-s.co.jp/sakura/

〈佐賀新聞社提供〉

企
画
展
　
没
後
２
５
０
年
記
念

売
茶
翁
あ
ら
わ
る

―
若
冲
・
竹
田
・
鉄
斎
ら
が

描
き
伝
え
る
―

・
10
月
25
日
（
金
）
～
11
月
24
日
（
日
）

・
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館

【
佐
賀
市
城
内
2
―
18
―
1
／
電
話

〇
九
五
二
―
四
一
―
七
五
五
〇
】

肥
前
蓮
池
（
佐
賀
市
蓮
池
町
）
出
身
の

売
茶
翁
（
一
六
七
五
～
一
七
六
三
）
は
、

京
都
で
茶
店
「
通
仙
亭
」
を
ひ
ら
き
、
と

き
に
は
名
勝
の
地
な
ど
で
茶
を
売
り
評
判

と
な
り
ま
し
た
。

売
茶
翁
の
在
世
中
か
ら
肖
像
画
を
描
い
た

伊
藤
若
冲
を
は
じ
め
、
そ
の
後
の
田
能
村
竹

田
、
富
岡
鉄
斎
な
ど
の
画
家
た
ち
が
描
い
た

売
茶
翁
の
肖
像
画
を
中
心
に
、
自
筆
の
書
や

書
簡
、
愛
用
の
茶
具
の
模
造
品
、
若
冲
の
花

鳥
画
な
ど
約
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

※
観
覧
・
無
料

【
11
月
10
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
～
3
時
】

歴
史
館
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
売
茶
翁
あ
ら
わ
る
」

福
井
尚
寿
（
企
画
学
芸
課
長
）

【
11
月
4
日
（
祝･

月
）・
23
日
（
祝･

土
）

午
後
2
時
～
（
30
分
程
度
）】

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 
 

  

  

－来春４月７日開催、募集開始は１１月１日－ 

 毎年４月に佐賀市で開催されている「さが桜マラソン」が、来春からフルマラソンコース

の市民マラソン大会として新しく生まれ変わります。 

 コースは、佐賀市の佐賀県陸上競技場をスタート・ゴールに、従来から人気の高い、桜並

木を走る多布施川沿いに加え、佐賀城跡や吉野ケ里遺跡を走る４２．１９５キロ。同時に 

１０キロとウオーキングも開催する予定で、約１万人の参加を見込んでいます。満開の桜や

菜の花のもと、春を感じながら佐賀の歴史を走ってみてはいかがでしょうか。 

 

・開催日時 平成２５年４月７日（日）午前９時スタート 

・募集期間 平成２４年１１月１日（木）～１１月３０日（金） 

・定  員 フルマラソン：8,000 人 10 キロ：2,000 人 ウオーキング：500 人 

・参 加 料 フルマラソン：8,500 円 10 キロ：5,000 円 ウオーキング：2,000 円 

・主  催 佐賀新聞社、佐賀陸上競技協会、佐賀県、佐賀市、神埼市 

 

〈問い合わせ先〉 

 佐賀新聞社内 さが桜マラソン大会事務局 

 http://www.saga-s.co.jp 

 TEL：0952-27-0728 

  

  

  

  

  

★★佐佐賀賀～～上上海海便便  週週３３往往復復運運航航中中！！
  
＜運 賃＞ ３３，，００００００円円  ～ ３３，８００円 
＜ダイヤ＞ 週３往復（月曜日・水曜日・土曜日） 

※時間は全て現地時間（日本と中国は１時間の時差があります） 
      有明佐賀 → 上海浦東 １３：１０→１４：３０（所要時間：２時間２０分） 
      上海浦東 → 有明佐賀  ８：４５→１１：４０（所要時間：１時間５５分）  
＜アクセス＞博多駅から佐賀駅までＪＲ特急で約４０分 

（片道１，１００円、博多～佐賀２枚切符利用時） 
      佐賀駅バスセンターから有明佐賀空港までアクセスバスで３０分 

（片道５００円、往復乗車券利用時） 
●チケットの購入は、春秋航空のウェブサイトで   春秋航空   検索  
●観光、食事、宿泊が全てセットになったお得なツアー商品やフリープラン商品も好評販売中！ 
 詳しくは   有明佐賀空港 ツアー    検索   

佐佐賀賀ででフフルルママララソソンン  
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神
功
皇
后
と
そ
の
航
跡
原
田
　
青
夜

　卑弥呼が魏から拝受
した銅鏡は方格規矩鏡
ではなかったか。なぜ
ならば中国大陸から朝
鮮半島を通じて倭の国

（日本）へやってくるに
は 何 か の 方 向 性 の 物。
今でいう所の羅針盤が
必要であった事でしょ
う。なお、その方向性
を鏡の方位と天体の星
図からと一致させる事でほぼ正確な場所が
判ったのではないか。ご存知のように、北は
玄武、南は鳳凰、東は青龍、西は白虎でこれ
を表す方格規矩鏡は当時の方位や、米の収穫
できる時期や月日の満月等の年月日をも予想
しうる事でもあった。

　ただ単なる画像
鏡や三角縁神獣鏡
等でも可能性はあ
りますがやはり実
用性と言う点では
この鏡が非常に確
立性として高いの
ではと思っていま
す。中国王、魏が
倭の女王にもたら
したもの。この鏡

によっていろんな発展をうながし、期待した
ものであった。中国、三国時代、魏、蜀、呉
は共にして北部九州と縁が深く、魏とは玄界
灘、主に中国は唐津および深江辺りを交易の
港として使用し、南の有明海については呉と
の交易の港に使用していたのではないか。
　いわゆる、三国を対象に交易の場所を程よ
く北部九州の港を北と南で使い分けておった
事も判ってきます。事実佐賀県有明海沿岸に
説話が残っています。場所は三根郡および三
潴の当たりとされております。（水間の姫君）
呉の国から、服織姫数人とはたおり機、雁を
八羽ほど頂いた事が史述として残っています。
ここで呉服が盛んになった理由で、久留米絣
等繊維産業が昔から発展したことをこれらの
歴史からわかると思います。
　この様な基礎が北部九州の基盤となった。歴
史的交易的立地が良かったのは、大陸に近かっ
た事の由縁でもあります。また、以前にも話を
致しましたが近畿地方の王族河内王の墓石が熊

本県宇土半島産であっ
た事も読売新聞社が、
解明したことがありま
す。その古墳に使われ
た石はおそらく古代船
で運んだことでしょう。
　 あ る 王 墓 の 場 所 等
に糸島（可也山）の方
向で阿恵と言う場所に
葬ったという記事あっ
て、その事を考えてみ

ますと、朝鮮のやや南の方に伽邪山があって、
糸島の可也山も同じ発音から生まれています。
なお「阿恵」という言葉から、竹川先生の研
究によりますと、朝鮮語で北という意味だそう
です。この事で、王の陵墓はだいたい北に山が
あって、それを背に墳丘墓が作られていた事を
も意味すると思います。また、宗像を北にす
るとその南方方向に古墳等王陵墓があったこ
とも想像できます。それが筑豊の王塚古墳や
川島古墳等にあたるのではないかと思います。
　最後になりました
が、秦の始皇帝の高
級武官、徐福がもし
やってきた道として
は中国山東省から朝
鮮半島を経て九州に
わたってきたことを
示す状況証拠はなん
といっても天存降臨
説とともに道教思想
を示す何かがあって
初めて徐福が来たことを示されます。このこと
は、京都大学名誉教授でありました、福永光
司先生が指摘されていました。それは亀信仰
にあったわけです。この亀については、前回
に申し上げましたが私はこの飯塚にこの遺跡
があったことを強調いたします。今から解明
しなくてはいけません。だいたいの場所を申
し上げます。現在の嘉穂東高校から筑豊病院
の辺りが我が国の壮大なる史跡として認定さ
れることを願いつつ話を終りたいと思います。

佐賀県人会員
邪馬台国研究家
原田　利一郎 氏

飯塚内野での講演会より
九月二十九日
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福原学園学校法人

TEL　093-693-3083
FAX　093-691-6468



本　　社／佐賀市天神１丁目4番3号	 0952-23-4144
福岡支店／福岡市早良区祖原21番2号	 092-821-3033
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新　規　入　会　者 （平成24年9月以降入会分）
氏　　　名 出　身　地 仕　　事　　先 紹　介　者

箕　田　修一郎
長 野 麻 美 なが野　代表 水田　理事
井 上 裕 友 み や き 町 メガネバンク㈱
澤　田　美代子 伊 万 里 市 スナック　酔蓮
初 村 雅 敏 佐 賀 市 初村第一倉庫㈱　営業部長 山田　恵一さん
坂　井　麻利子 鹿 島 市 なが野 水田　理事
稲 冨 克 人 嬉 野 市 名鉄観光サービス㈱福岡支店
今 泉 洋 嗣 佐 賀 市 大成建設（株）九州支店　管理部長
江 口 英 彦 佐 賀 市 ㈱アイ・エル・シー　営業部長
坂 井 俊 介 武 雄 市 九州国際重粒子線がん治療センター　部長
阪 口 夏 希 佐 賀 市 スナック　カレン 水田　理事
鶴 田 一 彦 鳥 栖 市 もつ鍋　獅子　店主 水田　理事
清 水 邦 博 鹿 島 市 （株）清水建築設計事務所
竹 原 　 稔 鳥 栖 市 ㈱サガン・ドリームス　社長 江口　康之さん
徳 田 博 正 伊 万 里 市 ㈱ビッグ・ワン　　社長
立　石　喜久夫 唐 津 市 ㈱シーアールシー食品環境衛生研究所 江川　理事
松 本 光 稔 神 埼 市 ㈲ニーズ　営業・管理部長
松 永 千 之 ㈶福岡県身体障害者福祉協会　理事長 自主
山 口 貴 司 武 雄 市 テルウェル西日本
吉 田 俊 之 佐 賀 市 富永　相談役
杉 町 慶 治 ㈱佐電工　取締役
永 尾 幹 雄 み や き 町 ㈱サンエイシステム　社長 小笠原　理事
白 水 　 好 佐 賀 市 ㈱安藤・間　九州支店 野口　理事

編  集  後  記
　暑い夏も過ぎ、やっと秋らしくなってまいりました。今年もたくさん
の方々の協力により、発行することが出来ました。
　多数の協賛広告を掲載戴き、ありがとうございます。また毎年新春に
協賛品をご提供いただく「地元市町」の方々にも感謝申し上げます。
　皆様の支えで、県人会は成り立っております。

会報　むつごろ

平成25年10月31日 発行 
福岡市佐賀県人会

（発行責任者　清村　克行）
福岡市博多区綱場町５－１４

さぎん福岡ビル３Ｆ
☎ ０９２－２８２－３７２１

製作　福岡市佐賀県人会広報部会
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